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第2表（A）．ト　ラクター1時間当り経費　　　　　　（円）
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畑作経営と　農業機械化

稲　　田　　恒　　次

（山形県負託）

1．地　域　概　況

山形県の畑作面掛ま日本海岸の砂丘畑4，000haを含め

て3．3万haで水田面積の鴇に当り，そのうち県中央部に

介考する村山地方の畑面掛ま約50．9％で東根を中心とし

た畑地帯である．この地帯における現在までの機械化の

過程をあげて参考に供したい．

この地帯は1日平均気温50C以下の日数が180日，培雪

期間は60～80日で横雪量は70C仇前後で年間降水量は1316

％であるが，5～6月の乾燥が特に著しく常習的な早魅

を招来する地帯である．この地帯における畑作物の作付

両校を見ると第1表の通りで，雑穀・タバコ・桑園が大

きな比重を占め，そさい煩・果樹がこれに次いでいる．

畑の作付は大小豆一麦類，馬れいし上一大板（白菜），

タバコー白菜等で県内においても比較的高い耕地の利用

を行っているが，手労働を強度に要求するタバコと，老

桑園を抱えての養蚕は収入面において有利であるため手

放せずにおり，これに労力が吸収されるため一般畑作物
ヽ

第1表．作物名と作付面積　　（ba）

は全くの粗放栽培で捨て作りとなり収量が極度に低い．

従って管理も益々粗放になるというような悪循環のもと

に慣行作業が形成されていた．

すなわち労働不足による一般畑作物の粗放栽培と低収

量・栽培技術の低劣・農業施設の貧弱及び各戸に役畜を

有しながら畜力利用には全くの無関心であるというよう

なことが本県畑作地帯一般の共通した悩みであり，畑作

農業の立上りを益々遅延させる要田として揖摘できる．

2．改善対策と育力利用

このような低位にある畑地帯における経営改善の基本
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的な改善対策としては「労力の生み出し」と「収量の増

加」並びに「現金収入の増加」があげられるが，昭和27

～30年（4カ年聞）小林部落を対象として実施された畑

作改善営農試験地における成果を参考にして畜力化・機

械化の過程を検討して見ると第1図の相互関連図に示す

とおりで大小麦・大豆・タバコ等の単位当り収量の増加

は極めて顛著であり，労力の生み出しの点ではカルチベ

ーターを中心とした畜力利用はタバコを始め他作物に対

して約95％の利用率を示している．更に耕地の利用度を

高め，能率化を図るために富力利用上の障碑である老廃

桑園を整理し，狭小で雑然とした畑地の区剖整理並びに

交換分合が行われ，更に畑の長睦化（20～140桝）の方

向に進み，栽植様式も従来の60川を75C潤に改め，合理的

な畜力利用体系が形成されるようになった．従って畜力

利用により適期作業が可能となり，更に生み出された労

力をタバコ・養蚕等紅葉密転用されたために益々作物の

商品価値の向上が見られるようになった．

更に経営内部の変化に伴ってタバコ・白菜・そさい等

の現金収入の高い作物の栽培面積が増加し，馬れいし

ょ・甘しょ・なたね等は減少しており，更に飼料の自給

と地力増進との有機的関連において，青刈ライ麦・デソ

トコーン・青刈大豆等の飼料作物の栽培が目立って多く

なって来ている．このような畜力を中心とした経営改善

畜力最娩
具貸与

∴，晶肝し

畑区割の整備
長睦の実施
睦中の拡張豆

飼料用

カッター貸与

の成果は試験地担当兵家のみならず周辺農家に及ぼす影

響が極めて大きかったことがカルチベーターの普及台数

（第2表）からもうかがい知られる．

第2表．東根市におけるカルチベーター普及状況（台）

諾竺回東郷1高崎 大富レ田島l踊l山。

しかるに経営内容の高度化に伴い商品化作物の栽培面

積の増加と併行して畑の利用率も高くなり，従来の二年

三毛作から二年四毛作の体系に移りつつあるが，畜力利

用の場合は従来の慣行に比べ格段の進歩が見られるよう

になったとはいいながら，なお前後作の作付時期と作業

能力及び作業精度の点において幾多の問題点が残されて

来ており，従ってこれが解決の手段として動力耕転機の

利用が必然的に考えられるようになった．

3．機械化の現況と問題点

当地域の機械導入過程において分るように，畜力利用

により土地条件の整備並びに耕種技術の確立を前渡とし
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た動力耕転機導入の効果は極めて大きい．

すなわち，二年三毛・二年四毛等の集約された作付体

系の場合でも作業に支障なく行い得る態勢に向ってお

り，また従前の大小麦一大豆，大豆一大小麦間作の場合

の簡易整地及び不耕起作付けは漸次解消し，それに伴っ

て施肥法の改善が行われた結果生産量も増大している．

耕地処理の関係では青刈作物収穫後の株処理の場合は，

板張りが強いため，粘質土壌地帯では特に翠耕後の方形

ハローによる砕土作業は困難で非能率的なばかりでな

く，株の分離が充分に行われない懐向があり，作物に好

影響を与えない場合が多かったのであるが，動力耕転機

の導入によって解決し，経営転換の契機ともなってい

る．テイラー型の畑作利用は当初機械構造並びにアタッ

チメントの不備及び経済基盤の貧困等のため容易に導入

されなかったのであるが，最近は約8戸に1台の普及率

を示している（第3表）．

第3表．東根市における動力耕転機の
普及状況

計

テイラー塾の作物別利用状況を菓タノミコ地帯について

見ると第5表の通りで，耕転・砕土・運搬作業に最も多

く利用されており，管理作業は時間的には少ないが適期

の作業は実施されている．

第4表．東根市菓タバコ地帯動力耕転機利用状況

注：東根普及所調査資料参照

以上の点から畜力段階からの動力耕転機導入は合理性

を持っておりト経営内容も比較的健全化の方向に進む憤

向があるように思われるが，更に畑地帯において効果的

な使用を考える場合には次のような問題点が据摘出来

る．すなわち

1．更に徹底した老廃桑園の整理統合と区割整理．

2．畜力化体系から機械化体系に移る場合には睦巾を

更に広くし（5～6用），操縦性の向上をはかる．

3．作業精度を一層高めるためのアタッチメントの改

良と地帯畑作用としてのアタッチメントの統一をはか

る．

4．利用農家の使用技術並びに保管・整備技術の向上

をはかる．

水田病害虫の共同防除

諸　　留

（秋田県負託）

近年水田病害虫の防除がめざました発展をきたし，農

業生産力の増強と経営の改善向上とに寄与しているとこ

ろであるが，今後更にその発展向上を期するには，急速

に進展しつつある科学的防除技術に立脚した防除体制の

改良発達を図らねばならないご

そのため当面の改善目標は，特に防除作業とその作業

体の在り方にあるのではないかと考えられる・しかし現

在あるこの姿は，過去および現在への過程にその基盤が

あり，かつまた将来の発展に重大なっながりをもつもの

操

のように考えられたので，本県の水田病専虫に関する防

除奨励事業ならびに普及事業関係の調査・統計的資料の

中からこの防除発展過程をさぐり，現在ある姿を推察し

これから将来発展上の問題点の探索を試みた．

ただし本県の水田（本田期）病害虫の発生様相からし

て，その陰険の主力はほとんどいもち病に注がれている

ので，本病を中心に取り扱うこととした．

戦後のいもち病による被害面積とその単位面培当り減

収量の移り変りを調べてみたところ，被害面栂が30年以


